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【連携した結果に対する意⾒または評価】
「毎日取り組める簡単ストレッチ方法について説明しました。仕事の合間に取り組んでもらえたら嬉しいです。(峯山様)」
「⾞の安全点検ポイントについて説明しました。ぜひ安全安⼼な⾞ライフを送ってもらえたらと思います。(横地様)」
【今後の連携強化に向けた課題】
お互いの本業がある中でのスケジュール調整に難しさがある。また限りある時間内での活動になるため、基本的なことを学
ぶだけで時間が経ってしまう状態。連携先を増やすのではなく、ある程度絞って活動を深めることも必要と思われる。

【参加した利⽤者からの意⾒・評価】
●認知症カフェでの地域交流について
「元気なお年寄りが多いことに驚きました。⾃分が講師でしたが、褒められて何だか逆に元気をもらったような気持ちになりました。」
●企業⾒学・実習について
「リハビリの現場と⾞整備の現場を⾒学しました。乗⾞前点検とオイル交換、そしてゆとりのある運転に気をつけようと思いました。」
●職業人講話について
「元銀⾏マンの方からのお⾦にまつわるお話でした。なかなかできていないが、ちゃんと家計簿をつけてみようかなと思いました。」

利⽤者からの意⾒・評価

連携先企業（担当者） リハビリサロンおひさま(峯山様)、⾼陽⾃動⾞整備⼯場(横地様)など
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利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要

【活動場所】とらいあんぐる農園、とらいあんぐるカフェ等
【実施日程】令和７年４月〜３ヵ月に１回ペース（年４回）
【実施した利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施の概要】地域
交流、職業人講話、企業⾒学・実習、ビジネスマインド・マ
ナーの習得、椎茸栽培技術の習得などの取り組みを３ヵ月ご
とにリレー形式で実施。
【利⽤者数】各回５〜７名

【利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施のねらい】日々の技術
習得の他、様々な学びの機会提供を通じて、将来の選択肢を
広げるとともに、第一歩を踏み出しやすい環境をつくる。
【利⽤者にとってのメリット】定期的に様々な学びの機会を
得ることで、視野の広い将来ビジョンを描き実践ができる。

【実施した結果】利⽤者から次に学びたいテーマの要望が出
るなど評価は⾼く、楽しみな活動の一つとなっている。
【得られた成果】利⽤者⾃らが講師になる地域交流も実施
し、経験を語ることで⾃己肯定感の向上につながっている。
【課題点】通常作業の合間での開催となるため、スケジュー
ル調整と事前準備に時間がかかってしまう点がある。

【活動の様子の写真】

【活動の様子の写真】

【活動内容の追加コメント】
令和７年度は、認知症カフェでの地域交流、企業⾒学・実
習、職業人講話、ビジネスマインド・マナー研修を実施。
※上記写真は、企業⾒学・実習の様子。
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